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How the American School Health Association disseminates about Covid-19 
from a school health perspective
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Abstract 
　By examining when and how the American School Health Association provided information on from 
the COVID-19 perspective of school health would have important implications for school education in 
Japan.　As a result of the direct transmission by ASHA in the 6 months from March 2020 to the end 
of August, there were 7 contents that were aimed directly at school administrators, teachers and staff, 
and students, including children. The target content was three, and other research and seminar calls 
were two. At the same time, from the perspective of school health, as news related to COVID-19, 16 
articles published by other specialized organizations are listed. Then, following the resources of these 
posted information, it was found that there were so many sources of information.
　Although there was almost no information on COVID-19 at the Japanese school health related 
societies in Japan, but it is clear that ASHA sends appropriate information according to the infection 
situation. It can be seen that through such information transmission, correct knowledge and guidelines 
are presented for maintaining and improving the health and safety of children and teachers at school.
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Ⅰ .　学校保健における COVID-19
学校保健は、学校生活を構成する児童、生

徒、学生およびそこで勤務している教職員全
ての健康と安全をはかることによって教育と
学習の実をあげるとともに ､ 発育発達を促進
させ、保証することによって豊かな人間形成
の育成を期して実施されることにねらいがあ
る。その意味からも、学校保健の目標として
は健康安全という観点から、児童、生徒、学生、
および教職員の健康の保持増進を図るととも
に ､ 最も効率的な学習環境を設定するなど学
校を取り巻く教育環境の整備という視点が重
要と考えられる。（1）　

2019 年末に中華人民共和国湖北省武漢市

で感染が報告された新種の感染症は、その
後世界的な感染爆発が起こっている。この
COVID-19（SARS-COV-2、通称新型コロナ
ウイルス）は、社会全体に関わる健康課題で
あると同時に ､ 学校教育という視点からは学
校保健の課題でもある。学校保健においては、
感染症の課題は重要な内容項目に位置づけら
れており、子どもの健康安全をいかに予防し
､ 保証していくことができるのかが問われて
いる。この間日本では ､ 学校教育に関連する
COVID-19 の情報は主として厚生労働省、文
部科学省や都道府県の教育委員会からのもの
が多く、学術的な立場から学校保健に関連す
る諸学会からの情報発信はほとんどなされて
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いない。
WHO（世界保健機関）がまとめた国別感

染者数および死亡者数において 2020 年 9 月
時点で最もその数が多いアメリカ合衆国で
は、American School Health Association（ア
メリカ学校保健学会、以下 ASHA と表記）
が、公式 Website を通じて学校現場における
COVID-19 に対する予防、子ども達への健康
安全への対策、COVID-19 による疾患につい
ての啓蒙など、様々な情報を頻繁に発信して
いる。このことにより、会員だけではなく学
校現場の教職員にも様々な最新情報が享受さ
れ、学校保健の本来の活動にも多大なる影響
を与えている。

そこで、ASHA が ､ いつ、どのような情報
を提供してきたのかを検討することにより、
学校保健という視点から、日本の関連諸学会
の活動にも重要な示唆を与えることになると
考え、その内容をまとめた。

Ⅱ .　日米の感染者数の推移と情報の対象
図 1 は 2020 年 3 月 1 日から 9 月 1 日まで

の 6 ヶ月間の日米の COVID-19 感染者数の
推移である。アメリカ合衆国の感染者数は
WHO の集計結果を ､ 日本の感染者数は厚生
労働省の集計結果からあらわしたものであ
る。この集計結果で分かるとおり、当初 3 月
1 日の感染者数では、アメリカ合衆国では日
本での感染者数よりも少なく、感染の始まり
は遅かった。しかし、3 月第 1 週目にはアメ
リカの感染者数が一気に増加し、全米に感染
が拡大している。　

 
そこで、アメリカ合衆国で感染が拡大し

ていく 3 月 1 日から 9 月 1 日までの 6 ヶ月

の期間に、この COVID-19 について ASHA
が、会員、学校や教育現場の教職員に対し
ていかなる情報を発信しているのかを学会
誌、website、webinar の内容から時系列で
まとめた。必ずしも ASHA 独自の内容とは
限らず、他の専門機関にそのリソースがある
情報も含めて記載した。対象とした情報は
題名に COVID-19 を含むもの、内容に関し
て COVID-19 について記述されているものと
した。同時に日本における学校保健関連学会
についても比較対象として検討しようとした
が、後述する 2 編のみで比較対象にはならな
いと考えた。

アメリカ合衆国と日本の感染者数の推移が
あまりにも大きく異なるという状況や学校の
教育制度が異なる中で、情報発信の数やその
発信時期を安易に比較して評価することはで
きないが、新たな感染症が出現したときに、
いつ、どのような情報を発信しているのかを
記録しておくことは、今後の学校保健活動に
とって重要である。

なお、ASHA はアメリカ合衆国の学校保
健に関わる調査研究のための学術機関であり
1936 年に設立されている。医師、健康教育研
究者、カウンセラー、栄養士、心理学者、看
護師、学校管理者、教師などで構成されてい
る学校保健に関する最大の組織であり、日本
における日本学校保健学会に相当するものと
考えられる。

Ⅲ .　学校保健の視点から COVID-19 に
　　  関する情報発信内容
１） ASHAからの情報発信内容（記載にあ
たっては、ASHAの発信日時で記載した）
① 2020/3/10
ASHA：パンデミックへの備え：コロナウイ
ルスの学校計画（２）

保健体育指導者協会と協働で、全米の学校に
おける COVID-19 の感染予防、減少、終息へ
の手順についての議論をするためのセッショ
ンに参加を求めている。
保健当局は現在、COVID-19 のアメリカ社会
への流入と感染拡大を防ぐための措置を講じ
ている。その際には、学校はこの取り組みに

アメリカ合衆国

日本

図1 .アメリカ合衆国と日本のCOVID-19感染者数の推移
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おける重要な役割を果たすことができる。州
および地方の保健局、州および地方の教育機
関、その他の教育当局、および選ばれた職員
との連携および調整を通じて、学校はこの病
気に関する重要な情報とその潜在的な感染を
生徒、家庭、スタッフ、コミュニティに発信
していくことができる。州および地方の保健
当局がそのような必要性を認識した場合、学
校は COVID-19 の感染拡大を防ぐために独自
の施策を行うことができる。
学習目標として次の内容を提示している。
• 発生時のコロナウイルスとインフルエンザ
の感染防止における学校の役割を説明する。
• 生徒、保護者、その他の学校教職員に対す
る予防教育を策定する。
• 感染が発生した場合は、地元の保健局の担
当者と適切に協力する。
• 学校管理者や関係者と協力して、学校の休
業計画を準備する。

② 2020/3/16
大統領発「コロナウイルスのアメリカ向けガ
イドライン『感染を遅らせる 15 日間』」（3）

若者でも、健康でも、感染の危険にさらされ
ており、人々の行動が周囲の人の危険を増大
させる可能性がある。コロナウイルスの感染
拡大を阻止するために自分の責任を果たすこ
とが重要である。
•10 人以上のグループでの集まりは避ける。
• バー、レストラン、フードコートでの飲食
は避ける。ドライブスルーや配達などのオプ
ションを利用する。
• 手洗い、顔への接触、くしゃみや咳によっ
てウイルスを体内に入れないこと。頻繁に消
毒することなど、適切な衛生管理を実践する。
・親と子どもとの接触を制限することを推奨
する。
・不要不急の活動は自粛する。これには、当
面祖父母との面会を避けることが含まれる。
・学校は将来学校が再開される際の計画が必
要になるので、ASHA は Centers for Disease 
Control and Prevention と協力して、通常の
授業に戻るための学校の準備を整える。これ
には、メンタルヘルスサービスの増加（スト

レス、死別など）、授業時間数の不足へのサ
ポート、学校での予防と診療、学校行事への
準備などが含まれる。

③ 2020/3//19
ASHA：COVID-19 – 教育および健康分野（４）

連邦政府および州政府は、COVID-19 を最小
限にとどめるために、教育セクターに課題を
解決するためのさまざまな施策を提供するよ
う努めている。以下は COVID-19 と政府の行
動に関する情報である。コロナウイルスの感
染が流動的な状況であるため、この情報は定
期的に更新され、変更される可能性がある。
I. 管理アクション
A. 教育省
米国教育長官は、新しいコロナウイルスが学
校に与える影響について、連邦教育規則の特
別の規定によるため、これまでの規定に縛ら
れることなく実施される可能性がある。コロ
ナウイルスによる学校の閉鎖が（学年の終わ
りまで）続くため、州の学校長は連邦政府当
局に対し、州による規定を柔軟に実施するた
めに迅速な手続きを実施し、オンラインで障
害のある生徒のために公平性を確保するため
のさらなる指示を求めている。

（以下、省略）

④ 2020/3/29
Centers for Disease Control and Prevention：
CDC からの情報をもとに 「How to Protect 
Yourself　& Others」（5） ＊ Centers for 
Disease Control and Prevention： 略 称 は
CDC。アメリカ疾病予防管理センター。アメ
リカ合衆国保健福祉省所管の感染症対策の総
合研究所。必ずしもその日本語訳は定まって
いるわけではなく、米疾病対策予防センター、
防疫センターなどと訳している場合もある。
＜自分を守る方法＞
高齢者や、心臓や肺の病気、糖尿病などの重
篤な基礎疾患を抱えている人は、COVID-19
疾患によるより深刻な合併症を発症するリス
クが高いようである。
＜広がり方を知る＞
•2019 年 COVID-19 を予防するワクチンは現
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在存在しない。
• 病気を防ぐ最善の方法は、このウイルスに
さらされないようにする。
• ウイルスは主に人から人へと広がると考え
られている。お互いに密着している人（約 6
フィート以内）感染した人が、咳やくしゃみ
をするときに発生する呼吸飛沫を通して感染
する。
• これらの飛沫は近くにいる、または肺に吸
い込まれる可能性のある人々の口または鼻に
着弾する可能性がある。
＜自分を守るための措置＞
頻繁に手をきれいにする
• 特に公共の場所に行った後、または鼻をか
んだり、咳をしたり、くしゃみをしたりした
後は、石鹸と水で 20 秒以上頻繁に手を洗う。
• 石鹸と水がすぐに利用できない場合は、少
なくとも 60％のアルコールを含む手の消毒剤
を使用する。手のすべての表面を覆い、乾く
まで両手でこする。
• 洗っていない手で目、鼻、口に触れない。（以
下省略）
< 周りの人を守るための措置 >
密な接触を避ける
• 病気の人との密接な接触を避ける
•COVID-19 があなたの地域社会に広がってい
る場合は、自分と他の人との距離を置く。こ
れは、非常に病気になるリスクが高い人々に
とって特に重要である。
他人を保護するための措置を講じる。
< 症状のあるときは家にいる >
• 病気になった場合は、医療を受ける以外は
家にいる。病気の時の対処法を学ぶ。
咳とくしゃみを覆う
• 咳やくしゃみをするときは、口と鼻をティッ
シュで覆う。
• 使用済みのティッシュはゴミ箱に捨てる。
• 少なくとも 20 秒間石鹸と水で手を洗う。石
鹸と水がすぐに利用できない場合は、少なく
とも 60％のアルコールを含む手の消毒剤で手
をきれいにする。
< マスク >
病気の場合はフェイスマスクを着用せよ。
• 病気の場合：他の人が周りにいるとき（例

えば、部屋や車を共有しているとき）、医療
提供者のオフィスに入る前にフェイスマスク
を着用する必要がある。フェイスマスクを着
用できない場合（例えば、呼吸困難を引き起
こすなど）、咳やくしゃみをカバーするため
に最善を尽くす必要があり、ケアをしている
人々が部屋に入る場合は、フェイスマスクを
着用する必要がある。病気の時の対処法を学
ぶ。
• 病気でない場合：病気の人（フェイスマス
クを着用できない人）をケアする場合を除い
て、フェイスマスクを着用する必要はない。
フェイスマスクは不足している可能性があ
る。（以下省略）
• アルコール溶液。
溶液は 70％のアルコールが含まれているこ
と。

⑤ 2020/5/20　
ASHA 会員に向けたオンライン調査の呼びか
け（６）

ASHAの支援者として、COVID-19パンデミッ
ク後の対面授業への再開に関する課題を理解
するために、オンライン調査に参加すること
を勧める。 この調査を通じて、COVID-19 が
学校の安全性、医療サービス、メンタルヘル
スサービスに及ぼす COVID-19 の影響に加え
て、COVID-19 の終息後に学校に最も役立つ
可能性のあるリソースとは何かを考える。 

⑥ 20205/20
CDC：K-12 学校の考慮：準備と計画の手段
K-12 学校での COVID-19 の感染と予防のため
の準備と計画の方法 ( ７)　
K-12 学校における COVID-19 の感染予防のた
めの準備と計画の方法
CDC は、学校の管理者が生徒、スタッフ、コ
ミュニティを保護し、COVID-19 の感染を予
防する方法を共有するために次の準備と計画
を提供している。この方法は、「学校として
の配慮事項」にも対応しており、次のものが
含まれる。
一般的な準備評価
毎日 / 毎週の準備評価
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もし誰かが病気になった場合の準備
特別な配慮とリソース
学校の管理者は、COVID-19 の感染を減らす
健康的な行動、環境、および業務を促進する
ための初期準備を行う際に、州、地方、地域
または連邦政府の職員と協力しながら、一般
的な準備評価を実施することができる。毎日
/ 毎週の準備評価は、以下の推奨されるべき
方法によって指導される。学校においても、
学校管理者は誰かが病気になった場合の対応
として特別の準備をし、特別の配慮が必要で
ある。実際の実施には、実現可能で実用的、
許容可能であり、各地域社会の必要性と状況
に合わせて調整する必要がある。
 
⑦ 2020/6/14
CDC: Keep Children Healthy during the 
COVID-19 Outbreak（８）

Keep Children Healthy（子ども達の健康を守
れ）
有用な根拠に基づけば、多くの子どもは成人
よりも COVID-19 のリスクが高いようには見
えない。子どもや幼児も COVID-19 に罹患し
ているが、これまでに知られているほとんど
の症例は成人が占めている。
<Watch your ch i ld  for  any s igns o f 
COVID-19 illness（COVID-19 の病気の兆候
がないか、子どもを見守れ）>
COVID-19 は子どもによってもその症状が異
なる。多くの人にとって、COVID-19 で病気
になるのは、インフルエンザにかかるような
ものなのである。人々は熱や咳をしたり、深
い呼吸をするのに苦痛を感じる。 COVID-19
にかかった多くの子どもは、それほど深刻な
症状になってはいない。その病気に罹った少
数の子どもだけが深刻な症状を呈している。

「子どもの健康を守れ」として以下の項目を
挙げている。
・日々の予防行動の指導を強化する
・子どもが活動的に過ごすためにサポートす
る
・子ども達の社会的なつながりを維持する
・子どものストレス対処をサポートする
・あなたの子どもをサポートする

・ストレスの兆候や行動の変化に注意する

⑧ 2020/7/1　
「新しい学習環境への準備：COVID-19 時代の
学校への配慮」と題して、Webinar の周知 ( ９)7
月 13 日（月）に、「新しい学習環境の準備：
COVID-19 の時代の学校」に関する配慮事項
に関する 1 日の無料イベントに参加してほし
い。地域や学校での方針を実際に実践する方
法について全国の発表者から報告を聞く。

⑨ 2020/7/8　　　
ASHA 事務局長の Jeanie Alter からのメッ
セージ
ASHA のスタッフは、十分な注意を払って、
社会的な距離を取ってリモートで作業してい
る。これにより、応答時間が遅くなる場合が
ある。ただし、地域の状況に関係なく、学校
の医療専門家を引き続きサポートしている。
生徒にとって何が適切であるかについて明確
な答えがないことはわかっているが、学校は、
状況に対応し、州の保健部門からの情報とガ
イダンスを求めて、最善の行動方針を決定す
る必要がある。最新の情報については、CDC
にアクセスして、米国の保育プログラムの管
理者と幼稚園から高校までの暫定ガイダンス
を参照することを勧めたい。どのような決断
を下しても、学生の教育の継続性と食品の安
全に考慮することを勧める。

⑩ 2020/7/13
U.S. Department of Education から COVID-19 
Information and Resources for Schools and 
School Personnel の情報を発信 (10) 
＊ U.S. Department of Education は日本の文
部科学省にあたる。
保健当局は現在、全国の地域社会において
COVID-19 の感染予防のための措置を講じて
いる。 教育省は、地域社会、教員、家庭にコ
ロナウイルスの情報と対応の方法を提供する
ことによって、あらゆる年齢の子ども達が教
育の目標を追求し続ける重要性を認識してい
る。これには、初等教育、中等教育、特別教育、
高等教育、そして他の生涯学習に関連する教
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育と施策の継続的な開発が含まれる。

⑪ 2020/7/24　
Guidance for School Setting from CDC； 
School and Childcare Programs
学校と保育のプロラム - 計画、準備、対応（11）

K-12 学校管理者向けの学校での布製マスクの
使用に関するガイダンス
CDC は、すべての学校が再開する際には
COVID-19 の感染予防のための行動順守に取
り組むことを提案している。正しく使用する
場合、重要な緩和戦略であるマスクを正しく
使用すれば、COVID-19 の予防に役立つ。そ
の他の重要な緩和戦略には、社会的距離、手
洗い、学校やバスで頻繁に触れる表面を定期
的に清掃して消毒することが含まれる。（以
下省略）

⑫ 2020/9/1
Back-to -school  strategies dur ing the 
COVID-19 pandemic
COVID-19 感染拡大期の新学期戦略（12）

COVID-19 に関して最も議論され重要な問題
の一つが学校の再開ということである。生徒、
教師、職員そして家族の健康安全の保持が、
学校における対面授業を実施していくのかを
決定する上での重要な配慮事項である。（以
下省略）

■ School Health Action（学校保健活動）に
関連するニュースとして以下の記事を紹介し
ている。
2020/7/7
●「CDC は学校再開を拡大していくために」
ウイルステストの指針を提供する」（13）

●「COVID-19 学生の学力と精神的な幸福感
への影響」（14）

●「小児科グループはコロナウイルスにもか
かわらず子どもたちが学校に戻ることを求め
る」（１5）

●「健康へのリスクなし、学習への高いリス
ク」（16）

●「どの部屋でも最も病原菌のある場所」（17）

●「COVID-19 ロックダウンがアメリカとヨー

ロッパの睡眠を変えた方法」（18）

●「教師は本当にマスクで仕事をすることが
できるか？」（19）

●「学校は複雑な方程式でスクリーンの時間
バランスを目指して努力している」（20）

 ●「USDA は 2020-2021 学年の終わりまで緊
急給食免除を延長する」（21）

●「学校が独自に再開しようとするときには、
再開のための 5 つの理由を軽視してはいけな
い」（22）

●「USDA は、コロナウイルスの予防措置
の中で学校給食を提供することを容易にし
た」（23）

●「幼稚園から高校までの学校の子どもと教
師に対する社会的情緒的支援」（24）

2020/7/21
●「学校は COVID-19 ワクチンを義務付けま
すか、それとも責任を負いますか」（25）

●「課外活動を放棄しないことが COVID-19
による学校の安全な再開の意識をより強くし
ている」（26）

●報告：「コロナウイルスと学校：147 万人の
教師が COVID-19 によって重篤な病気という
危険性に晒されている」（27）

2020/8/18
●「学校閉鎖により COVID-19 の患者数は減
少し ､ 死亡者数は 60％まで減少したという 
調査結果が発表された」（28）

２）日本学校保健学会からの情報発信内容
① 2020/4/13

「新型コロナウイルス感染の世界的拡大の状
況の中で～学校保健関係者の皆様へのメッ
セージ～」（29）

② 2020/8/20
「新しい生活様式に対応した健康教育・ヘル
スプロモーションの共有を」（30） 
以上 2 報のみであった。
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Ⅳ.　COVID-19に対する情報発信とその意義
2020 年 3 月より 8 月末までの 6 ヶ月間に

ASHA が直接発信した COVID-19 に関する情
報をまとめた結果、学校の管理者 ､ 教職員、
生徒を直接対象とした内容のものが 7 編、子
ども達を含む一般の人々を対象とした内容の
ものが 3 編、それ以外の調査やセミナーの呼
びかけなどが 2 編であった（図 2）。

また、同時に学校保健という視点から
COVID-19 に関連するニュースとして、他の
専門機関などが発表した記事も 16 編挙げて
いる。そして、これら掲載された情報のリソー
スをたどっていくと枚挙に遑がないほど多く
の情報源があることが分かった。

日本学校保健学会では、先述したようにこ
の間の COVID-19 に関する情報は ､ ほとんど
皆無であり、2 報の内容も巻頭言的内容であ
り、学校保健活動に関する具体的な対応策と
いうものではないのに比較すると ASHA の
情報内容は感染の状況に合わせて、またス
クールカレンダーに応じて適切な時期に適切
な情報を発信していることが分かる。学会独
自の情報内容もあれば、他の専門機関などの
情報内容を学校保健という観点から必要に応
じて引用している場合もある。そして、この
ような情報発信を通じて、学校における子ど
もと、教職員の健康安全の保持増進にとって、
正しい知識と指針を提示することに学会とし
て寄与していることが分かる。

日本の場合には、文部科学省や各都道府県
および地域の教育委員会からの情報発信が
多くなっている傾向が見られるが、学校保
健という観点から学校教育活動全般を考え、
COVID-19 感染症に対する具体的対策を講じ

る上で、学会など学術的な立場からの情報発
信も必要と思われ、今後の活動に大いに期待
したいところである。COVID-19 が今後世界
で、あるいは日本でどのような推移で感染が
広がるのかは不確かである。仮に感染が収束
していく方向になったとしても、すぐに完全
に終息することは予想できない。新たな感染
症として学校保健の観点から、学校における
幼児、生徒、学生そしてそこで働く教職員全
ての健康安全を守るために、どのように対応
していくことが望ましいのかの議論を日本で
も学会などが中心となって進めていくことが
必要と思われる。
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